


早戸川の砂を拡大したもの。
色が多いことに驚きます。

河原の石や砂は、観察すると
きれいなものに出会えます。

フシグロセンノウ キンミズヒキ

シラヤマギク

フジグロセンノウ以外の花言葉の正解は、裏面をご覧ください。

ノハラアザミ

ハコネラン
ハコネハナヒリノキ 
ハコネトリカブト
ハコネソウ
ハコネシロカネソウ
ハコネコメツツジ
ハコネグミ
ハコネギク
ハコネウツギ
ハコネイトスゲ

タンザワヒゴタイ
タンザワサカネラン
タンザワケイマ
タンザワウマノスズクサ

ハコネサンショウウオ
ハコネアシナガコガネ
タンザワメクラチビゴミムシ
タンザワフキバッタ
タンザワナガゴミムシ
ニシタンザワメクラチビゴミムシ

　足もとの砂を、拡大して見たことがありますか。写真は、早戸川の砂
を顕微鏡でのぞいたものです。見た目は黒っぽいのですが、拡大する
と黒のほかに、茶色、青色、黄緑色、灰色、半透明な砂粒もあります。鮮
やかな色に、いつも驚きます。また、角ばったものだけでなく穴のあい
た砂粒もあります。
　川によっても、砂の色が違います。もしかしたら砂金が混じっている
かもしれませんよ!?
　約1500万年前に南の海の火山島だった丹沢は、プレートの動きに
よって本州につながりました。宮ヶ瀬周辺にある緑色のセラドン石や
タマネギのようにはがれる石は、丹沢の成り立ちを知るヒントです。
11月にはセラドン石をテーマとした自然教室があります。興味のある
方はお申し込みください。（倉持）

　丹沢・箱根地域は、南方から押しよせるたプレートの動きによって山々が形成された、地学的にも大変特徴的な土地です。こうした環境を特徴づ
ける「フォッサマグナ要素」とよばれる植物や、丹沢・箱根を基準産地（新種として認められた時の標本を採集した場所）とする生きものなどが多くあ
ります。その中にはタンザワやハコネを名前に持つものも多く、以下に代表的なものを紹介します。

植物 動物

　「小さな子供と一緒に登
れそうな所はありますか？」
こんなご質問を時々いただ
きます。そこで今回は、未就
学児さんも比較的登りやす
い、でもがんばらないと登
れない、そんなお勧めコー
スを1つご紹介します。

　当センターを出発して、丹沢でも人気の塔ノ岳方面に向かって大倉
高原山の家まで登る標高差約300mのコースで、自然教室で４才さん
もどろんこになってがんばって歩いたことのあるコースです。登山道脇
のモグラのトンネルやけもの道、獲物を引きずるアリや野鳥の声、宇

宙人みたいなキノコ、香りの枝、エビフライ
の様なリスの食べ痕、黒豆みたいなニホン
ジカのフン･･･
まだまだお勧めポイントはたくさん！出発前
にぜひビジターセンターにお立ち寄りくだ
さい。詳しい行き方や楽しみのヒントをご紹
介いたします♪
　雨の後はぬかるみがひどかったり時には
迷う事もあったりする登山ですので、十分ご
注意ください。（柳川）

　夏にクワガタムシたちが大暴れした後、夜空を飛翔するのは大型の
ガたちです。
夜行性の彼らは夜中、街灯などの光に引き寄せられます。朝早く街灯
の下や壁を見るとの大きな翅をひろげてとまっている姿を見ることが
できます。
　「ガ」というと「かぶれる」、「気持ち悪い」、などのマイナスイメージが
強いかと思います。しかし触る
とかぶれる種類はごく一部、毛
で覆われた大型のガは触ると
とても気持ちがいいんです。
　ガの仲間の顔を見たことが
ありますか？毛に覆われたモ
コモコの顔はまるで小型哺乳

類のようでとてもかわいいんです。
　光に集まり静止しているガはと
てもおとなしく、ガの顔に指をあて
るとヨチヨチと手に乗ってくること
があります。これを「手乗りガ」と勝
手に呼んでいますが、手から落ち
ないように一生懸命しがみつく姿
は愛らしくて仕方ありません。
　秋の夜は散歩がてら街灯巡り、
ガの魅力を堪能するのはいかがで
しょうか。（須田）
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　今年は既に6月に台風の被害を受けていますが、秋と言えば台風シ
ーズンです。昨年の秋は台風15号の影響で丹沢の山々は大きな被害
を受けました。
西丹沢には沢沿いの登山道が多く、丸太を組んで作られた橋の多くが
沢の増水によって流されました。橋の架け直しは人力で行われ、多く
の人出と日数がかかりました。
　また、土砂崩れが発生するとともに南東の風によって樹木がなぎ倒
されました。倒された樹木の処理には半年もの月日がかかり、雪が降
り積もっている中でも作業が行われました。
　台風の通過直後は登山道にどのような影響がでているかわかりま

せん。ビジターセンターのホームページで確認するか、ビジターセンタ
ーに直接電話して確認の上登山されることをおすすめします。(赤塚)

ビジターセンタから見た大倉高原山の家
方面(左鉄塔の上辺り)

（写真は今年6月のものです）

タコ星人

ニホンジカ

手のりガ

ヒメヤママユ

哺乳類のような顔

  秋の草花が咲き誇る季節。残暑厳しい陣馬山では、暑さに耐えてきた草花たち
が可憐に咲き登山者を出迎えてくれます。山頂付近は開けた花畑となり、黄色・
白・オレンジなどが秋の透き通った青い空に映えます。特にフシグロセンノウは
朱赤でよく目立ちすぐに見つける事が出来るでしょう。花言葉は“転機„だそうで
見ていると人生が変わるかも・・？
　花言葉を調べてると、また違った見方が出来てとても楽しくなりますよ！（清水）


